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酪農におけるスマート農業推進に向けた実態調査を実施

知多・東三河管内

ＪＡ、県が新規就農者確保に関する意見交換を実施

ＪＡ愛知研修所

ドローンを活用してキャベツの生育状況を把握

豊橋市、田原市

　東三河及び田原農業改良普及課では、キャベツの排水対策や緩効性肥料
の実証ほを設置し、生育調査を進めています。調査は、慣行の物差しによ
る計測調査に加えて、ドローンによる空撮を行い、ほ場全体を俯瞰的に把
握しています。地上からの観察では分かりにくい生育不良の状況も、ド
ローンを使用することで容易に把握することができるようになりました。
東三河農業研究所とも連携して調査を進めており、今後、植物被覆率のよ
うな可視画像以外の評価方法も検討していきます。

　ＪＡ愛知中央会主催で、「新規就農者確保に関する意見交換会」が開催
されました。ＪＡ西三河の「いちごスクール」、ＪＡあいち三河の「いち
ご塾」、ＪＡひまわりの「就農インターン制度」について、各ＪＡ担当者
から事例報告があり、取組の特徴や課題等が共有されました。農業大学校
からは、農起業支援ステーションと新規就農者・就農希望者向けの３研修
について説明が行われ、農業大学校の取組に対する理解が深まりました。
本会議は年度内にもう１回開催される計画で、今後もこうした会議を通じ
て、就農支援に関する情報共有、先進事例の横展開に努めます。

県域

令和３年10月１日
（ほか３日）

県域 写真等なし

令和３年11月５日

県域

令和３年10月22日、25日

農業情報（令和３年１１月号）

地域 報告内容 写真等

　酪農のスマート農業推進に向け、現場ニーズや導入機器の実態調査を知
多及び東三河地域で実施しました。現場では、重労働である搾乳や給餌、
長時間拘束される哺育や繁殖管理に対する労働の効率化や省力化・生産性
向上のニーズを反映し、搾乳ロボット・哺乳ロボット・餌よせロボットや
繁殖行動監視システムなどのスマート農業機器の導入が始まっていまし
た。導入によるメリットとデメリット、経営規模に応じた機種選択など、
経営上の課題と併せた検討が必要で、今後、スマート農業推進協議会ワー
キンググループにおいて、スマート農業の技術体系を検討し、協議会へ報
告するとともに普及推進を支援していきます。

餌よせロボットの稼働状況

キャベツ空撮画像
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愛知北鉢物部会がデジタルマーケティングを開始

春日井市、犬山市、
江南市、大口町、扶桑町

愛知北鉢物部会が研修会を開催

愛知北農協本店
（江南市）

稲沢４Ｈクラブ、園児を対象にサツマイモ収穫体験会を開催！

稲沢市

尾張

令和３年10月18日、21日
　稲沢４Ｈクラブは、稲沢市内の二つの幼稚園の園児およそ300人を対象
に、サツマイモ収穫体験会を開催しました。この取組は、食育の一環とし
て毎年行われているもので、クラブ員は経営の合間を縫い、収穫体験会の
開催に向けて５月から定植や除草作業など準備を進めてきました。
　園児たちはクラブ員の協力を得ながらつるを引っ張り、サツマイモが収
穫できると歓声を上げていました。クラブ員と地域の子どもたちが交流で
き、子どもたちに農業を理解してもらえる良い機会となりました。

尾張

　愛知北鉢物部会は、コロナの影響のため昨年度から取引市場を招く商品
展示会の開催が難しい状況にありました。そのような状況下でも積極的に
自社商品をＰＲするため、各部会員のＰＲ動画を作成し、開設した
YouTubeチャンネルで取引市場に対して発信する試行に取り組みました。
　部会員からは、「コロナ禍やアフターコロナの時代に求められるデジタ
ルマーケティングを実施できて良かった。」という感想があがりました。
農業改良普及課は今後も愛知北鉢物部会の商品ＰＲの活動を支援していき
ます。

令和３年10月13日

尾張

令和３年10月22日
　愛知北鉢物部会は、肥効調節型肥料を用いた施肥の省力化について学ぶ
ため、肥料メーカーの担当者を講師とした研修会を開催しました。講師は
自社製品の使用事例を紹介しながら、鉢物の高品質化や環境に配慮した施
肥について説明しました。
　部会員らは講師の話を真剣に聴き、質疑応答なども積極的に行われまし
た。「勉強になった」という感想も上がり、有意義なセミナーとなりまし
た。

講師の話を真剣に聴く部会員

カメラに向かって商品をＰＲする部会員

収穫体験の様子

..
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ＪＡ愛知北管内でアシストスーツの導入進む

ＪＡ愛知北管内
（江南市、大口町）

生育順調！大高ブロッコリークラブ目揃え会を開催

ＪＡなごや大高出荷場
（名古屋市緑区）

半田市の農村生活アドバイザーが市長との農政懇談会を開催！

半田市役所市長応接室

　大高ブロッコリークラブでは、天候不良の影響で定植に遅れが見られた
ものの、その後の好天により生育は回復し、例年並の10月下旬から出荷が
始まりました。この日は、現在出荷されている３品種を持ち寄り、品質な
どを確認し合いました。また、試験品種についても実物を持ち寄り意見交
換を行うなど、積極的に情報共有が行われました。出荷は約10品種を組み
合わせて３月まで続く予定です。
　農業改良普及課では、栽培品種の選定を支援しており、引き続き品種の
情報共有の橋渡しを行っていきます。

知多

令和３年11月16日　半田市の農村生活アドバイザーが、市長との農政懇談会を開催しまし
た。久世市長は、今年６月に新市長として就任したところであり、初めて
の懇談となりました。
　懇談会は、各会員から経営内容・農業経営における課題や取組の自己紹
介に始まり、半田市の農業展望をテーマに、直売所の設置、６次産業化の
推進、燃油高騰対策など、活発に意見交換が行われました。
　市の農業委員として活躍している会員もおり、農業改良普及課は女性農
業者の政策や方針決定の場でのさらなる活躍や市と連携した会の活動を支
援していきます。

尾張

令和３年11月10日

尾張 写真を削除

令和３年11月　ＪＡ愛知北管内では、昨年度、県の農業生産力強化支援事業を活用し、
非動力タイプのアシストスーツを用いた大根収穫作業の労力軽減実証を行
いました。今年度は、実際の農作業に貸し出し、効果を確認してもらいま
した。なお、非動力タイプのアシストスーツは中腰姿勢維持などのサポー
トが主で、重いものを軽々と持ち上げられるといった劇的な効果は実感し
にくいため、農業改良普及課では、使用方法や期待される効果などをとり
まとめ、導入支援を図りました。
　その結果、ＪＡ愛知北の購入助成事業を活用し、露地野菜農家を中心
に、計14着導入される運びとなりました。

目揃え会の様子

実際の作業で労力軽減を確認

半田市長と懇談後に記念撮影

目揃え会の様子

半田市長と懇談後に記念撮影
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第１回女性農業者研修会をライブ配信で開催

YouTubeライブ配信

ＧＡＰ現地研修会を開催、さらに取組み意識高まる

西尾市

祝！５周年　高浜の「ジャンボ落花生」品評会

ＪＡあいち中央
高浜営農センター

　高浜市では通常の落花生の1.5倍の大きさを誇る「ジャンボ落花生」の
生産が盛んで、市の特産品となっています。さらなる栽培面積の拡大と、
栽培技術・品質の向上を目指し、「ジャンボ落花生」単独での品評会が４
年前から開催されています。今年はコロナ禍で開催が不安視されていまし
たが、タイミングよく開催することができ、農業改良普及課も審査員の一
人として参加しました。今年度は出品された19点のうち上位３点が賞を受
賞しました。前回よりも全体的に莢が大きく、実が詰まった落花生が多く
なっており、高浜市の「ジャンボ落花生」生産者の技術向上が伺えまし
た。

西三河

令和３年10月13日

　農業改良普及課は、女性農業者活躍支援事業を活用し管内の若手女性農
業者を対象として、「デジタルツールを活用した農産物ＰＲ」をテーマに
研修会を開催しました。この研修会は新型コロナウイルス感染症への対策
から、YouTubeライブ配信によるオンライン開催とし、新たにインター
ネット販売やオンラインでの商談を始める農業者のためのツール選びや活
用方法について、外部講師の立松氏による講義が行われました。当日は８
名の女性農業者がライブで聴講し、「ツールごとの客層の違いが理解でき
た」との意見がありました。なお、本研修会の動画は、参加できなかった
方も視聴できるように、視聴期限を令和４年３月末に設定しました。

西三河

令和３年10月22日

知多

令和３年10月21日

　ＪＡ西三河農作業受託部愛知県ＧＡＰの会（代表小野田裕二氏はじめ西
尾市内水田作農家10名）を対象に、ＧＡＰ現地研修会を開催しました。Ｎ
ＰＯ法人ＧＡＰ総合研究所指導員の林俊輔氏に講師を依頼し、研修の前半
は、生産工程のリスク評価により食品安全や労働安全を確保する考え方を
座学で学び、後半は参加者の農場で具体的に改善ポイントやその方法など
の指導を受けました。２回目の研修は12月に予定していて、具体的なリス
ク評価手法について学ぶ予定です。
　今回の研修を受講した参加者はＧＡＰの取組みの重要性をさらに認識
し、また、認証についても関心の声が上がりました。

農場での現地研修で具体的に改善点を学ぶ

受賞した「ジャンボ落花生」と審査の様子

YouTube配信サムネイル画面
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竜泉寺いちごＩＣＴ研究会、前作の反省を数値とともに

竜泉寺いちご生産団地
（岡崎市）

安城の若手女性農業者が西尾の女性梨グループの活動を学ぶ！

江原公民館（西尾市）他

ＪＡあいち三河のイチゴ目揃い会、少量規格と愛経４号に熱い視線

岡崎市・幸田町

　安城地区女性農業者研修会を開催し、６名の梨農家の若手女性が参加し
ました。西尾市生活改善実行グループ連絡研究会の四ツ葉グループのグ
ループ員４名を講師に、グループ活動や六次産業化、食育活動の取組みに
ついて学びました。その後、ほ場を見学し、西尾梨の栽培は女性が主力で
あることや栽培の特徴について説明がありました。参加者は梨のジャム加
工に興味を示し、有袋栽培に関する意見や質問が多数出されました。ま
た、約30年も続くグループ活動に感心するとともに、安城でもグループが
できればいいという意見が聞かれました。

西三河

令和３年11月

西三河

令和３年10月14日

　ＪＡあいち三河のイチゴ組織で、販売会議、目揃い会が行われました。
今作から、2ＬとＬ規格の少量化（270ｇ→250ｇ）に伴い、パックの詰め
方が変更されたため、熱心な目揃いが行われました。また、岡崎市いちご
部会では、管内で展示栽培されている県育成の品種「愛経４号」の展示・
試食が行われ、その果実品質の高さに部会員は興味津々でした。
・岡崎市いちご部会　38戸(２減、２増)、747ａ(前年比  98.1％）
　　　　　　　　　　販売目標金額　585,000千円(前年実績比102.3％)
・幸田町いちご組合　32戸(１減、１増)、910ａ(　同　100.1％)
　　　　　　　　　　販売目標金額　647,500千円(　　同　　  99.9％)

西三河

令和３年10月27日　令和２年９月整備の岡崎竜泉寺地区いちご生産団地（施設面積75ａ）で
は、ベテラン農家２戸（岡崎市、幸田町）、いちご塾卒業生２戸（１期、
２期）が「あぐりログ」を活用し、当初からＩＣＴ研究会を立ち上げ、環
境データや管理記帳等で情報交換を進めてきました。
　この度、現地と会議室で、経済連と連携しながら前作についての研究会
を行いました。労働生産性や、日射量に応じた給液や温度管理、草勢や根
の変化等が話題にあがり、今作での取組や記帳内容についても前向きに検
討が行われました。このような取組から、前作は地域平均を上回る単収を
全戸が実現しており、生産団地の優良モデルとなっています。

ハウス内で情報交換

梨の栽培や加工について意見交換

.

市場担当からのパック詰め指南

愛経４号愛経４号
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「額田の千両」をブランドに！共同出荷のルールを“見える化”

ぬかた商工会館
（岡崎市）

優勝おめでとう！～新鮮なシンビジウムでお祝いだ！～

豊田スタジアム

中山間地域で集落営農　農事組合法人阿摺（あすり）が創立される

豊田市足助町
（足助交流館）

　豊田市足助地域で、西樫尾町と上切山町の有志７名により集落営農組織
となる農事組合法人｢阿摺｣が創立されました。｢阿摺｣の名は、当組合の活
動エリアである足助北西部の由緒ある地域名に由来しています。地域の有
志らが「今後、農業をどう守っていくか」を心配したことが契機となり、
約４年間の協議・勉強会活動を経て創立に至りました。中山間地域のモデ
ル集落営農として、今後の活躍が期待されます。農業改良普及課は農業経
営サポート事業等の活用により法人化を支援しました。

豊田加茂

令和３年10月30日

　「額田地域センリョウ栽培研究会」が、年末の出荷に向けて目揃え会を
開催しました。同会は、一昨年から地元の岡崎花き市場と連携して通い箱
による共同販売に取り組んでおり、今年は市場のトラックによる共同輸送
も計画しています。農業改良普及課は、スムーズな出荷と産地評価の確立
のため、ルールの明確化を支援しました。また、新規会員や家族等にも徹
底できるよう、規格表のレイアウトを工夫し、出荷伝票の様式も統一しま
した。図入りの指針を配布して荷造りのポイントを確認し、結束方法など
はベテラン生産者が実演を行いました。若手生産者らはその様子をスマホ
で撮影し持ち帰るなど、充実した会とすることができました。

豊田加茂

令和３年11月３日　名古屋グランパスがＪリーグＹＢＣルヴァンカップで優勝し、11月３日
(水)の公式試合前に豊田スタジアムで祝賀会が行われました。選手と監督
に贈呈する花束には、豊田洋らん研究会のシンビジウムがメイン花として
用いられました。このシンビジウムは、名古屋グランパスのイメージカ
ラーである赤色で、前日に切花として収穫した新鮮なものが準備されまし
た。農業改良普及課は、豊田市生涯活躍部生涯スポーツ推進課に対し、出
荷時期や栽培地域など、シンビジウムの基本情報を提供しました。さら
に、今後も表彰式等でスポーツ選手に花束を贈呈する際には、豊田市産の
花きを使用していただくようＰＲを行いました。

西三河

令和３年11月10日

鮮やかな手つきで実演するベテラン生産者

グランパスカラーの赤いシンビジウムを胸に

写真をここに挿入

○サイズ

5.1cm×6.8cm（：４）

○挿入方法

書式>図形の塗りつぶし>図(P)...

組合員と来賓

写真をここに挿入

○サイズ

5.1cm×6.8cm（：４）

○挿入方法

書式>図形の塗りつぶし>図(P)...
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「豊田市産シンビジウムの展示会」を開催！

豊田参合館
（豊田市西町）

「愛知糯
モチ

126号」現地試験ほ場で坪刈り調査を実施

設楽町

エゴマ新規系統の収穫作業を実施

設楽町

　令和３年度より設楽町津具地区にて現地栽培試験を実施している「愛知
糯126号」について、山間農業研究所とともに坪刈り調査を行いました。
本年は８月中下旬の長雨による生育不良や病害虫の多発が懸念されました
が、試験ほ場では目立った被害は確認されず、生育も良好でした。坪刈り
調査結果では707kg/10a、実収量は678kg/10aとなりました。
　今後は実需者と調整し、「愛知糯126号」を用いた加工品の試作を行
い、加工適性に関する意見の収集を行います。

新城設楽

令和３年10月15日

　設楽町名倉地区にて現地栽培試験を実施しているエゴマ新規系統の収穫
作業を、山間農業研究所とともに行いました。この新規系統は、当地区で
栽培されている在来種に比べて熟期が早く、作期分散や、減収要因の一つ
である霜に対するリスク回避が期待されています。
　今後は、管内のエゴマを取り扱っている道の駅「アグリステーションな
ぐら」において、新規系統を用いて食味会を開催する予定です。

新城設楽

令和３年10月６日

豊田加茂

令和３年11月18日～22日　豊田花き園芸組合及び豊田市農産物ブランド化推進協議会は、愛知県の
花き生産の振興を図るため、名鉄豊田市駅前の豊田参合館で、シンビジウ
ムを「知って」「買ってもらう」ことを目的にＰＲ展示を行いました。豊
田市を訪れる県民に広くＰＲを行うため、豊田市駅など、駅前の施設10か
所にポスターを貼って周知を図りました。展示は、シンビジウムの購入者
層拡大のため、10代～40代の女性をターゲットに、切り花のアレンジメン
トと鉢としました。また、展示会終了後の11月23日に洋ラン即売会を開催
し、購入に結び付ける仕組みとしました。農業改良普及課は、引き続き豊
田花き園芸組合の活動を支援していきます。

シンビジウムの写真スポット

「愛知糯126号」坪刈り調査時の様子

収穫適期となった新規系統（写真手前）
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県育成品種「かがり弁ギク」の鉢花、出荷最盛期

新城市

豊橋市４Ｈクラブが老人ホームでの芋収穫を支援

豊橋市飯村町
「つつじ荘」

農村輝きネット・東三河が小学生に手織り機の使い方を教える

豊橋市こども未来館

東三河

令和３年10月21日　豊橋市４Ｈクラブでは、地域貢献活動として総合老人ホーム「つつじ
荘」でのさつまいも栽培を支援しており、今年５月下旬につる挿しを行い
ました。今回の収穫支援は、つる挿しの時と同様に新型コロナの感染拡大
防止に配慮して、朝の内にクラブ員が収穫の下準備を行い、日中に入居者
が収穫を行う形式で実施しました。
　下準備では、４Ｈクラブ員がマルチを剥がしてつるを除去した後、畝を
スコップで耕起して下堀りを行いました。下堀りの時点で大きな芋が見え
ており、生育は良好でした。一方で、昨年よりも虫害が目立ち、クラブ員
は来年の栽培に向けて対策を検討していました。

東三河

令和３年10月30日　農村輝きネット・東三河は、例年、豊橋市こども未来館が主催する体験
講座「ここにこ体験プログラム」にて、地域の食文化や技術の伝承活動を
実施しています。今回は地域の小学生とその保護者６組（計12名）を対象
に、手織り機を使った壁飾りの作り方について講座を開きました。材料に
は、ワラやトウモロコシの皮、ブドウの木などを用いて、農家ならではの
講座を実施することができ、参加した小学生からは「楽しかった」などの
意見が聞かれました。昨年度は新型コロナの影響により開催できませんで
したが、今年度は無事に開催することができ、輝きネット会員らも充実し
た表情をしていました。

新城設楽

令和３年10月
　新城市の作手花卉園芸組合では、令和元年から「かがり弁ギク」の鉢花
を県内で唯一生産しています。令和３年度の出荷は９月から始まり、10月
上旬には出荷最盛期を迎えました。課題であった株の徒長も栽培技術の改
善で抑えられるようになり、品質は年々向上しています。本年度は１鉢に
３色植えたり、摘心をしないで仕立てる等、新たな商品づくりにも取り組
んでいます。出荷は11月中旬頃まで行われ、１万鉢余りが中部、関東、関
西の卸売市場に出荷されます。

出荷を待つかがり弁ギク

芋掘りの下準備をするクラブ員

体験講座の様子
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若い女性農業者が先輩から経営参画を教わる

ココツキッチン
（田原市福江町）

田原

令和３年10月８日　経営参画を目指す若い女性農業者に市内で活躍する女性農業者の経営参
画事例を紹介するため、第２回田原なのはな講座「計画的なキャリアアッ
プによる経営参画」を開催して４名が受講しました 。講師の方からは、
食品流通業界で働いていた経験や取得資格などを活かして、経営に参画し
た経緯や、仕事を通じて自己実現する手法についてご講演いただきまし
た。「自分らしく経営に参画するためには、自分軸を持ち、好きな事や得
意分野を仕事に活かすこと。そのため、まずは与えられた役割を全うして
家族の信頼を得ることが大切」などのことばに、受講者は大きく頷いてい
ました。
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講師（右上）の経験談に耳を傾ける


